


我が国は、少子高齢化の進行や人口減少社会の到来、地球規模の環境問題、長
引く景気の低迷など多くの課題を抱えるとともに、東北地方太平洋沖地震による未曾
有の災害により、これまでに経験したことのないような厳しい状況に直面しています。
本市は、これまで、第三次産業を中心とした商業・業務機能、教育、医療、文化・芸

術など各種都市機能が集積する南九州の交流拠点都市として発展してきました。
人口減少社会を迎え、都市間競争が激化する中で、本市が、将来に向けて、都市

の発展と市民生活の向上を図っていくためには、九州新幹線鹿児島ルートの全線開
業による人・モノ・情報の大交流を生かし、経済の振興を図っていくことが不可欠であ
ります。
このようなことから、今回、本市商工業の現状と課題、特性等を踏まえる中で、地域
経済の重要な担い手であり、また、地域社会とともに歩む中小企業の皆様を中心とし
た商工業の振興を図るため、その基本計画となる「鹿児島市商工業振興プラン」を策
定いたしました。
このプランを、鹿児島市総合計画における商工業分野の個別計画として、行政、事
業者、関係機関、大学等が一体となって取り組む指針と位置づけており、「多彩な人と 
豊かな資源で 織りなす にぎわい活力都市・かごしま」を将来像として、それを実現す
るための各種施策を計画的かつ戦略的に推進することにより、本市のにぎわいと活力
の創出、そして安定的な雇用の確保につなげてまいりたいと考えております。
新幹線による大交流時代の到来やアジア諸国の急速な経済成長という絶好の機

会をまちの力に生かす中で、本市の発展のために、関係者の皆様の一層のご協力と
ご支援をお願い申し上げます。
策定にあたり、熱心にご議論を重ねていただきました策定委員会、幹事会及びワー

クショップの委員の皆様方、そして、アンケート、ヒアリング調査にご協力いただきました
産業界、有識者等の皆様方に心より厚く御礼申し上げます。
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